
児童発達支援センターくるみ園 

障害児支援体制中核拠点の体制及び取り組みについて 

 

１，市町村及び地域の関係機関との連携体制の確保について 

① 児童発達支援センターくるみ園は、愛媛県障がい者自立支援協議会子ども支援部会

及び松山市障がい者総合支援協議会子ども支援部会乳幼児小部会にそれぞれ参画

している。 

 

ア、愛媛県自立支援協議会 

 



イ、松山市障がい者総合支援協議会 子ども支援部会 乳幼児小部会 

 

 

 

 



参加者名簿 

 

 

 

 

 

 

 



２，幅広い発達段階及び多様な障害特性に応じた専門的な発達支援及び家族支援を提供す

る支援体制について 

 



 



 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 



 

 

 



 
 



 

 



 



 



 



 
 



 

 

 



 

 



３，地域の障害児通所事業との連携体制 

① くるみ園は松山市児童発達支援連絡協議会に参画し、地域の児童発達支援事業所と

の連携を図っている。 

ア 、

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② コロナ禍の間は一時中止しているが、地域の障害児支援の質向上の為に年１回くる

み園主催発達支援セミナーを開催している 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 



４，インクルージョンの推進体制 

くるみ園では、子どもの成長過程に応じて適宜地域の幼稚園保育園への移行を進めて

きた。地域に受け入れ事業所を拡大すべく平成１０年より障害児等療育支援事業を展

開してきた。保育所等訪問も実施しているが、近年は実績がない。 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



５，相談支援体制 

法人内に設置している福角会相談支援事業所と連携を行い、初期相談や発達相談を行

っている。 

 

 

 



６，従業者に対する年間研修計画について 

くるみ園は法人が主催する各種法人内研修以外にも、園内独自の内部研修を実施して

いる。 

 

 



 

 

 



７，ガイドラインに沿った自己評価 

毎年児童発達支援ガイドライン自己評価を職員及び利用全世帯で実施し、結果をくる

み園ホームページで公表している。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 


